
保健における評価規準を作成する際の手順について

県総合学校教育センター

高校教育課 畑山紘輔

新学習指導要領リーフレットより
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●保健における単元の評価規準の
作成について

●観点別学習状況の評価の進め方
について

●ICTの利活用について

本日の内容
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① 学習指導要領の目標を記載
（育成を目指す資質・能力（１）（２）（３））

② 評価の観点の趣旨を記載

③ 学習指導要領の「２ 内容」の記載 「解説の場合は３ 内容の□囲み」

④ 内容のまとまりごとの評価規準の記載

⑤ 単元の評価規準の記載

単元の評価規準作成までの道のり
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単元の評価規準作成までの道のり
（１） （２） （３）

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等

①学習指導要領の目標
（教科の目標）

評価の観点及びその趣旨
（改善等通知別紙５）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観点の趣旨 観点の趣旨 観点の趣旨

科目の目標
（１） （２） （３）

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等

②評価の観点の趣旨
（各学校で作成）

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

観点の趣旨 観点の趣旨 観点の趣旨

③「２ 内容」の記載
知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等

④内容のまとまりごとの評価
規準 文末変換

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

⑤単元の評価規準
文末変換
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１ 各学科に共通する各教科における評価規準の
作成及び評価の実施について

（１）目標と「評価の観点及びその趣旨」との対応関係

・教科の学習指導要領
の目標の規定を踏ま
え、観点別学習状況
の評価の対象とする
ものについて整理し
たものが教科等の観
点の趣旨である。

①学習指導要領の教科の目標をそのまま記載

①改善等通知別紙５P2をそのまま記載 参考資料P３０
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



１ 各学科に共通する各教科における評価規準の
作成及び評価の実施について

（１）目標と「評価の観点及びその趣旨」との対応関係

・教科の目標と「評価
の観点及びその趣
旨」との関係性を踏
まえ，科目の目標に
対する「評価の観点
の趣旨」を作成する
ことが必要である。

②学習指導要領の科目の目標をそのまま記載

②科目の目標の文節の語尾を～しているに置き換えて作成する
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



③ 学習指導要領の「２ 内容」の記載する

２の内容を確認し、そのまま表に記載する
※解説で見ると、３の内容□囲みの目標の部分

保健
の目標
の（３）
を記載
する。
語尾を
ことにす
る。
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



２ 内容のまとまりごとの評価規準作成の手順

①各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



２ 内容のまとまりごとの評価規準作成の手順

○「知識・技能」のポイント（例_安全な社会生活）

・「知識」については，学習指導要領に示す「２内容」の「安全な社
会生活について理解を深める」と示している部分が該当し，それ
を生徒が「～理解している」かどうかの学習状況として表すことと
する。評価規準はその具体的な内容について，（ア）の文末を「～
について理解している」として作成することができる。

・「技能」については，学習指導要領に示す「２内容」の「応急手当
を適切に行うこと」の部分が該当し，それを生徒が「～身に付けて
いる」かどうかの学習状況として表すこととする。評価規準は（イ）
の文末を「～についての技能を身に付けている」として作成するこ
とができる。
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



２ 内容のまとまりごとの評価規準作成の手順

○「思考・判断・表現」のポイント（例_安全な社会生活）

・「思考・判断・表現」については，学習指導要領に示す
「２内容」の「安全な社会生活について，安全に関する原則
や概念に着目して危険の予測やその回避の方法を考え，
それらを表現すること」と示している部分が該当し，評価規準は
イの内容の「～危険の予測やその回避の方法を考え、
表現している」として作成することができる。
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



２ 内容のまとまりごとの評価規準作成の手順

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント
・「主体的に学習に取り組む態度」については，学習指導要領
に示す「２内容」に「学びに向かう力，人間性等」に関わる事
項が示されていないことから，「内容のまとまりごとの評価規
準」を作成する場合，
①「各教科等の評価の観点及びその趣旨」における「主体的
に学習に取り組む態度」や②科目「保健」の目標を基に、
作成する。

・評価規準は，「各教科等の評価の観点及びその趣旨」や「保
健」の目標を踏まえて，「～についての学習に主体的に取り組
もうとしている」として作成することができる。

①か②のどちらかで作成
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



④ 内容のまとまりごとの評価規準の記載
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



⑤ 単元の評価規準の記載

・「内容のまとまりごとの評価規準」を基に，解説
の表記などを用いて学習活動レベルに対応した
「単元の評価規準」を作成する。

・これまでの「学習活動に即した評価規準」と同
じ性質をもつものといえる。

※今時改訂では「学習活動に即した評価規準」
は今回提示されていない。
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



・答申では、「単元とは、各教科等において、一定の目標や主題を中心とし

て組織された学習内容の有機的な一まとまり」としている。

ア 参考資料での単元の考え方

①「内容のまとまり」をそのまま単元と

して捉える場合

②「内容のまとまり」をいくつかの「単

元」に分けて単元を設定する場合

が想定される。

⑤ 単元の評価規準の記載
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



イ 「内容のまとまりごとの評価規準」、「単元の評価規準」の関

係性を確認する。（P５３）
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



ウ 「単元の評価規準」を作成する際のポイント（Ｐ５３)

○「知識・技能」のポイント

学習指導要領解説における「２ 内容」の記載を基に評価規準を作成する。
その際、保健の技能はその行い方についての知識の習得と併せて指導す
ることが大切であるため、原則や概念に関する知識に加えて、該当する技
能についての行い方に関する知識も評価規準に加筆することも考えられる。

・「知識」については、解説の「～理解している」と記載してある部分の文
末を「～について、理解したことを言ったり書いたりしている」として、評
価規準を作成する。

・「技能」については、解説の「～できるようにする」
と記載してある部分の文末を「～について、理解したこと
を言ったり書いたりしているとともに、 （～が）できる」
として，評価規準を作成する。
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



ウ 「単元の評価規準」を作成する際のポイント（Ｐ５４）

○「思考・判断・表現」のポイント

学習指導要領解説における「２ 内容」の
「思考力，判断力，表現力等」に関する記
載を基に評価規準を作成する。その際、
①〔例示〕に記載された内容を踏まえる
とともに
②実際の学習活動に合わせ、例示の中か
ら選んで設定し、文末を「～している」とし
て作成する。
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



ウ 「単元の評価規準」を作成する際のポイント（Ｐ５４）

○「主体的に学習に取り組む態度」のポイント

改善等通知における「主体的に学習
に取り組む態度」の「評価の観点及
びその趣旨」に示された内容等を踏
まえ，文末を「～しようとしている」と
して，評価規準を作成する。

学習する内容の見出しを記載

評価の観点及び趣旨の文言を記載

「課題の解決に向けた」の文言を付ける
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



新学習指導要領で育成を目指す資質・能力の３つの柱

１９



単元の評価規準を生かすためには

「木を見て森を見ず」にならないように！

木 １単位時間の授業

森 単元全体

出典：『「ものの見方・考え方」とは何か』 北俊夫著

※１単位時間の
授業を計画する
とき、単元全体を
どのように展開
するのか。本時は
単元のどこにど
のように位置付
いているのかを
明確にする。

「森を見て木を見る」

「木を見て森を見る」
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観点別学習状況の評価の進め方

・単元もしくは内容のまとまりを検討する。

（P５２単元設定例を参考）

・単元指導評価計画において、３観点の評価のバランスを

考慮し、できるだけ１時間で行う評価を絞り、重点化する。

（単元の評価規準を基に、効果的・効率的に進めやすい

内容に位置付ける）

（１）基本的な考え方（P１１０）
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



「知識・技能」の評価の方法

出典：「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」

※上記の考え方は，現行の評価の観点である
・「知識・理解」（各教科等において習得すべき知識や重要な概念等を理解しているかを評価）
・「技能（各教科等において習得すべき技能を児童生徒が身に付けているかを評価） においても重視されている。

＜評価の工夫（例）＞

○ペーパーテストにおいて，事実的な知識の習得を問う問題と，知識の概念的な理解を問う問題とのバ
ランスに配慮する。
○実際に知識や技能を用いる場面を設ける。
・児童生徒に文章により説明をさせる。
・（各教科等の内容の特質に応じて，）観察・実験をさせたり，式やグラフで表現させたりする。

〇個別の知識及び技能の習得状況について評価する。
○それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で，概念等として理
解したり，技能を習得したりしているかについて評価する。

観点別学習状況の評価の進め方
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「思考・判断・表現」の評価の方法

出典：「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」

※上記の考え方は，現行の評価の観点である「思考・判断・表現」の観点においても重視されている。

＜評価の工夫（例）＞

○論述やレポートの作成，発表，グループでの話合い，作品の制作や表現
等の多様な活動を取り入れる。

○ポートフォリオを活用する。

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思
考力，判断力，表現力等を身に付けているかどうかを評価する。

観点別学習状況の評価の進め方
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法

出典：「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」

＜評価の工夫（例）＞
○ノートやレポート等における記述
○授業中の発言
○教師による行動観察
○児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を行う際に
考慮する材料の一つとして用いる

「主体的に学習に取り組む態度」については，知識及び技能を獲得したり，
思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組
の中で，自らの学習を調整しようとしているかどうかを含めて評価する。

観点別学習状況の評価の進め方
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観点別学習状況の評価の進め方（事例６を参考にP１１０）

①「知識・技能」の評価

・すべての時間に記録に残す評価は入れず、単元の評

価規準として設定した三つの規準が最も関連する授

業時間に評価場面を設定する。

・技能の内容は、知識を習得しながら、実習を行うこと

ができるように学習活動を設定する。
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出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



②「思考・判断・表現」の評価

・課題を発見し、よりよい解決に向けて思考したり、様々

な解決方法の中から適切な方法を選択するなどの判

断をしたりするとともに、それらを他者に表現する活動

を設定する。

・単元を通して①課題の発見②解決③表現の３段階が

評価できるように工夫する。
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観点別学習状況の評価の進め方（事例６を参考にP１１０）

出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



③「主体的に学習に取り組む態度」の評価

・知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等
を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で，自
らの学習を調整しようとしているかどうかを含めて評価す
る。

・行動面の傾向を評価することではなく、意思的な側面を
評価することが重要。
（観察だけでなく、ワークシート等ポートフォリオを活用しながら評価方法
を工夫する）
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観点別学習状況の評価の進め方（事例６を参考にP１１０）

出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



③「主体的に学習に取り組む態度」の評価

・単元を通してそれらの状況が見取ることができる単元

の終わりに評価場面を設定することがよいと思われる

が、１時間ごとに、観察しながら、確認しながら（生徒

の学習改善や教師の指導改善につなげる評価）を継

続的に行っていくことが重要。（P１２６参照）
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観点別学習状況の評価の進め方（事例６を参考にP１１０）

出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



●「主体的に学習に取り組む態度」の評価の留意点

①主体的に取り組む態度は、毎時間の「知識及び技能」

や「思考力、判断力、表現力等」を育む学習活動を通

して育成される。その積み重ねにより科目としての態

度が育成されていく。

②育成等に一定の期間が必要となることから、単元を通

して育成を図ることが必要である。ゴールイメージの共

有（生徒と先生）、継続的な指導が必要である。
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観点別学習状況の評価の進め方（事例６を参考にP１１０）

出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



●「主体的に学習に取り組む態度」の評価の留意点

③主体的に学習に取り組む態度は、各単位時間で指導

の重点化が図られている各観点の評価との整合性に

留意する。

例えば、「知識・技能」や「思考・判断・表現」が「十分

満足できる」評価の生徒が「主体的に学習に取り組む

態度」が「努力を要する」評価となることは考えにくい。
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観点別学習状況の評価の進め方（事例６を参考にP１１０）

出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



観点別学習状況の評価の進め方（事例６を参考に）

○各観点における
生徒の学習状況に
ついては、具体的
にその状況を捉え、
その学習状況にあ
る背景と指導の方
向性を考えていく
ことが大切である。

（２）観点別学習状況の評価の実際（P１１１）
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作成した単元の評価規準

出典：「指導と評価の一体化のための学習評価に関する参考資料」



「主体的に学習に取り組む態度」の子どもたちの姿（例）

保健体育科の学習において，その学習活動を踏まえ，観察や会話，作文やノートなどの記述，質問紙な
どを通して，
例えば，
・ 他者の考え方や議論に触れ，自律的に思考する中で，一面的な見方から多面的・多角的な見方へと
発展しているか
・ 多面的・多角的な思考の中で，内容の理解を自分自身との関わりの中で深めているかといった点に
注目していること。

児童生徒が一面的な見方から多面的・多角的な見方へと発展させているかどうかという点については，
例えば，
課題に対する判断の根拠やその時の心情を様々な視点から捉え考えようとしていることや，自分と違う
意見や立場を理解しようとしていること，複数の課題の対立が生じる場面において取り得る行動を多面
的・多角的に考えようとしていること。
を発言や感想文や質問紙の記述等から見取るという方法が考えられる。

・一つの考え方，一方向からの考え方にこだわるのではなく，別の考え方，多方向からの考え方ができる
ようになる。教材の中の考え方，あるいは議論をしている他児の意見に触れ，「なるほど。そういう見方も
あるのか。その考え方も確かにあるな」というように考えることが増えてきた場合，その成長を見取り，積
極的に評価することが考えられる。
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学習評価について”かみ合わない“原因

★「評価する」と「成績を付ける」との違い
○「評価する」 →教師の授業改善と生徒の学習改善に

生かし、学力をつけることが目的
○「成績を付ける」→教師の評価を保護者や生徒に伝達す

ることが目的

33

出典：北俊夫「評価と評定の使い分けを」（内外教育 第６９１６号）

「評価」＝学力を付けることが目的
「評定」＝成績を付けることが目的
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学校におけるICTを活用した学習場面

「教育の情報化に関する手引き・追補版（令和２年６月）第４章」（文部科学省）
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保健×ICTの実践イメージ（少しでも使用のハードル下げるために）
ICTは情報を効率よくインプット・アウトプット・共有する「手段」。自分の仕事を楽にするためくらいの気持ちで。
・アナログでやっていることをデジタルでやってみる。
・全部を理解してから始めようと思っても、結局始められない。生徒と一緒に使い方を考えるくらいの気持ちで。
・授業で使うものすべてをGoogle Classroomで共有してみる。
作成したスライド、ワークシート、紹介したいサイトのリンクを生徒と共有する。すべてを共有しておくと、生徒は自
分のタイミングとペースで学習を振り返ることができる。
・Google Classroomを開くとすべてがそこにあるので、生徒にとっては、プリントを紛失して困る等の悩みが減
る。教員は、プリントの印刷や配付の手間が大幅に削減できる。
・Google スプレッドシートに振り返りのワークシートを作り、そのファイルをコピーして配付する。（コピーして配
付することによって、プリントを配るのと同じように、一人一人に自分だけのファイルが作成される）
・Google Formｓで意見を回収し、その場で共有する。以前であれば、何人かの生徒を指名して意見を述べさ
せたり、二者択一で全員に挙手させたりしていた。感想を共有するときも、瞬時に文章で共有できる。反対意見
やネガティブな意見が出てきても、それを目の当たりにすることで、自分の意見を自由に発信できるということも
学べる。また、多様な意見を知ることで、考えが深まる。
・Google Formｓに入力した内容を、スプレッドシートへワンクリックで作成できるので、それをClassroomで
配付すれば全員で共有できる。（内容によっては、共有しない方がよいものもあるので注意）
・Google Formｓでは、小テストのような簡単なテストを作成できるので、前時の振り返りと知識の定着度につ
いて確認できる。
ICTの実践はアプリの普段使いの理解も大切ですが、クラウドとは何かを理解するとより実践の近道になります。
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https://edu.google.com/intl/ALL_jp/products/workspace-for-education/education-fundamentals/より引用
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http://www.edu-c.pref.aomori.jp/?page_id=811

県総合学校教育センター 体育・保健体育研究
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http://www.edu-c.pref.aomori.jp/?page_id=811


すべての子どもたちに私たちができることは何なのか
皆さんで考え、共有していきましょう。

御清聴ありがとうございました。

OECD ラーニングコンパス 学びの羅針盤 ２０３０
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